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課題の整理
白井市公立保育所の役割及び体制検討委員会 第５回会議資料
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①正規職員が少ない（公立）

●状況

公立保育園の保育従事者における正規職員の割合が少ない。

・清水口、南山 ３割弱 ・桜台 約５割

（参考：市内私立園常勤の割合 平均約７割）

→ 公立園の課題

●課題解決に向けた先進地事例の紹介

既存公立園の再編（集約、民営化など）により、各園の正規職員の割合を増やす。

●課題解決のための整理（案）

本委員会の体制の検討に関わる事項
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②職員の勤務管理が複雑（公立）

●状況

保育士の雇用形態が複数あり、それぞれに業務内容や責任の範囲が違うため、

業務管理が複雑で管理業務に係る負担が大きい。

→ 公立園の課題

●課題解決に向けた先進地事例の紹介

既存公立園の再編（集約、民営化など）により、各園の正規職員の割合を増やす。

●課題解決のための整理（案）

本委員会の体制の検討に関わる事項
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③事務作業の負担

●状況

書類作成等の保育以外の業務にかかる負担が大きい。

→ 公立園・私立園両方の課題

●課題解決に向けたこれまでの市の取組み

令和４年度に業務のICT化を推進するためのシステム整備補助を実施。

●課題解決に向けた先進地事例の紹介

事務員、保育補助員の配置に対する財政的支援

●課題解決のための整理（案）

魅力ある働き方推進に関わる事項
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④加配児の公立保育所への偏り

●状況

・加配児の受入れが公立園に偏っている。

・私立園では、制度上加配児の受入れに限界がある。

→ 公立園・地域の課題

●課題解決に向けたこれまでの市の取組み

・私立園の加配児受入れ促進のため、保育士加配に対する財政的支援

（国の基準に市が独自の上乗せ支援を実施している。）

・私立園と児童発達支援事業所の併設

●課題解決のための整理（案）

本委員会の役割及び体制の検討に関わる事項
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⑤保育士の不足
●状況

・保育士不足は全国的な課題（公立園においては会計年度任用職員等の不足が顕著）

・1歳児クラスの保育士配置について5：1で配置した場合の加算が創設される予定

だが、公立園では待機児童対策を優先させるため、5：1の配置が困難。

→ 公立園・私立園両方の課題

●課題解決に向けたこれまでの市の取組み

・白井市では、国が実施する賃金改善の加算に市が独自の上乗せを行っている。

・賃金改善による保育士確保には限界があるため、本市では私立園との協働で

魅力ある働き方の推進に取り組んでいる。

●課題解決のための整理（案）

魅力ある働き方推進に関わる事項

（ただし、公立園の保育士配置については体制の検討に関わる事項） 6
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⑥保育士の育成機会の確保と
キャリアデザイン

●状況

今後、公立園が新たな役割を担うためには、さらなる保育士のスキルアップ・

キャリアアップの仕組みが必要となる。

→ 公立園の課題

●課題解決に向けた先進地事例の紹介

役割に応じた計画的な研修等の実施

●課題解決のための整理（案）

本委員会の役割及び体制の検討に関わる事項
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⑦保育以外の求められる役割

●状況

保護者支援、虐待の防止等のほか、地域の子育て支援の拠点としての役割も

求められる。

→ 公立園・地域の課題

●課題解決に向けた先進地事例の紹介

公立園を地域の基幹園として位置づけ、保育以外の子育て支援機能や、私立園と

市の他部局との連携の中核を担う。

●課題解決のための整理（案）

本委員会の役割及び体制の検討に関わる事項
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⑧出生数の減少に伴う保育需要の変化への
対応

●状況

・私立園が安定した運営を行うためには常時一定以上の児童を受け入れる必要がある。

・児童数は減少するものの、申込率は上昇していくことが見込まれるため、利用児童

数の減少は緩やかなものになることが想定される。

→ 公立園・私立園・地域の課題

●課題解決に向けた先進地事例の紹介

公立園において、定員数や受入数の調整、施設の集約等による調整機能を担う。

●課題解決のための整理（案）

本委員会の役割及び体制の検討に関わる事項
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１.白井市の保育の現状
（１）市内の保育需要の推移（H25年度～）
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⑨多様な保育ニーズへの対応
●状況

・医療的ケア児の受入れ

・土曜日の開所時間が平日と比べて短い。（公立） 平日7：00～19：00

土曜7：00～17：00

・日曜日・夜間保育の未実施。

・保育所等未利用の特別な支援を必要とする児童が、小学校就学前に集団生活を体験

する機会がない。

→ 公立園・私立園・地域の課題

●課題解決に向けた先進地事例の紹介

・適切なニーズ把握に基づいた、保育所の開所日及び開所時間の検討

●課題解決のための整理（案）

本委員会の役割及び体制の検討に関わる事項
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